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‐
佐

井

村

村

民

憲

章
・

一
、
学

ぶ
意
欲

を
も
ち
、
知

性
と
良
識
心

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
健
康
と
安
全
を
心
が
け
、

明
る
く
楽
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労
を
喜

び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、

心
身
と
も
に
健
全
な
子
の
育
つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

元

気

い

っ

ぱ

い

の

子

ど

も

た

ち

Ｉ

春

の

大

運

動

会
－

あ
い
に
く
の
空
模
様
と
な
っ
た

六
月
五
日
、
管
内
の
小
中
学
校
で

春
の
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

徒
競
走
、
技
走
、
綱
引
き
、
リ

レ
ー
、
応
援
に
元
気
い
っ
ぱ
い
の

子
ど
も
た
ち
に
、
父
兄
か
ら
盛
ん

に
声
援
が
送
ら
れ
、
春
の
空
に
こ

だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

▲

主

な

内

容

▼

２

～

３

街
の

話

題

４

～
５

出
稼
現
地
の
み
な
さ
ん

６

～

フ

教
育
だ

よ

り

８

～

Ｏ
）

保

健

婦
だ

よ

り

匐
～

竹

交
母

だ

よ

り

匐
～

諂

失

越
願

掛
岩

囲

伺

税

務
だ

よ

り

年

金
だ

よ

り

諂

歳

時

記

祁

戸

籍
の

窓

口



「
災
害
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

ひ
と
た
び
火
災
や
台
風
、
洪
水
、
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
す
る
と
、

昼
役
を
問
わ
ず
駆
け
つ
け
、
村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
。

そ
の
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

六
月
十
日
、
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
の
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
表

す
る
定
期
観
閲
式
が
、
小
雨
が
降
る
な
か
、
役
場
前
と
佐
井
漁
協
を
会
場

二
回
わ
机
ま
し
倥
。

渋
谷
政
治
団
長
を
筆
頭
に
、
八

分
団
一
七
六
名
の
団
員
と
川
目
婦

人
消
防
協
力
隊
、
福
浦
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
定
期
観
閲
式
。

午
前
八
時
半
に
各
分
団
ご
と
に

整
列
、
多
数
の
来
賓
が
見
守
る
中
、

大
畑
消
防
署
ラ
ッ
パ
隊
に
よ
る
ラ

ッ
パ
の
音
で
観
閲
式
が
始
ま
り
ま

し
た
。

し
た
。
姿
勢
、
服
装
、
機
械
器
具
の
点

検
に
、
観
閲
者
の
目
も
光
り
ま
実

こ
の
時
ば
か
り
は
、
団
員
の
み
な

さ
ん
も
少
々
緊
張
ぎ
み
。

会
場
を
漁
港
に
移
し
て
の
ま
と

い
振
り
演
技
、
ポ
ン
プ
操
法
、

｝

斉
放
水
が
始
ま
る
と
、
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
、
息
の

合
っ
た
と
こ
ろ
を
見
せ
、
観
衆
か

ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
団
長
を
先
頭
に
し
て
の
、
力
強

い
分
列
行
進
の
あ
と
、
消
防
功
労

者
の
表
彰
、
講
評
、
訓
示
が
あ
り
、

団
員
の
み
な
さ
ん
七
無
火
災
・
無

災
害
を
願
い
な
が
ら
も
、
消
防
に

対
す
る
決
意
を
新
た
に
し
て
観
閲

式
を
終
了
し
ま
し
た
。

表彰を受けたみなさん消

防

庁

長
官

表

彰

・
功

労
章

消

防
団

長

渋

谷

政

治

・

永

年

勤
続

功

労

章

前
第
五
分
団
分
団
長

東

出

幸

夫

青

森

県
知

事

表

彰

・
功

労
章

前
分

団

長

横

浜
正

一

・
永

年

勤

続
功

労
賞

第
四
分
団
副
分
団
長

木

下

重
幸

日
本

消

防

協

会
会

長

表

彰

・
精
績
章

本
団
副
団
長

横
浜
松
雄

・
勤
続
章

本
団
分
団
長

島
野
芳
丈

第
三
分
団
副
団
長

加
藤
唯
一

青
森
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

・
功
労
章

第
三
分
団
副
分
団
長

加
藤
唯
一

・
勤
功
章

第
二
分
団
分
団
長

津
田
勝
義

前
第
五
分
団
部
長

福
田
徳
美

・
永
年
勤
続
章
（
二
十
五
年
以
上
）

第
三
分
団
分
団
長

佐
藤
良
一

（
二
十
年
以
上
）

第
二
分
団
団
員

宮
野
順
一

第
四
分
団

″

館
脇
和
男

第
五
分
団

″

横
浜
四
志
一

第
七
分
団
班
長

田
中
誠
一

第
八
分
団
団
員

田
中
義
美

（
十
五
年
以
上
）

第
一
分
団
副
分
団
長

田
名
部
久

″

団
員
田
名
部
洋
一

第
二
分
団
班
長

長
島
新
市

”

団
員

鹿
島

勝

″

宮
野

勇

第
三
分
団
班
長

田
中
岩
男

″

団
員

木
部
一
夫

第
五
分
団
団
員

横
浜

仁

第
三

〃

福
田
秋
雄

第
八
分
団
団
員

竹
内
拓
己

（
十

年

以

上

）

第

一

分

団

団

員

奈

良

豊

第

二

分

団

団

員

木

田

峰

芳

第

三

分

団

団

員

萬

谷

雅

之

第

四

分

団

団

員

館

脇

修

”

館

脇

健

一

第

六

分

団

団

員

大

石

正

義

″

大

石

輝

彦

第

七

分

団

団

員

田

中

徳

康

第

八

分

団

団

員

坂

井

文

明

県

消

防
協

会
む

つ

下
北

支
部

長
表

彰

・

優

良

団

員

章

第

四

分

団

部

長

館

脇

守

敬

第

五

分

団

部

長

川

村

昇

一

第

六

分

団

部

長

滝

本

清

昭

第

七

分

団

部

長

内

藤

久

志

佐

井

村

長

表

彰

・

感

謝

状

来

年

勤

続

退

団

者

）

前

副

団

長

横

浜

正

一
（
３６

年

）

前
第
五
忿

芬
晉

東

出

幸

夫
（
３５

年

）

前
第
五
分
団
晉

福

田

徳

美
（
２１

年

）

前
第
一
分
団
団
員

大

畑

清

栄
（
２３

年

）

前
第
三
分
団
団
員

加

藤

中
し（

１２

年

）

前
第
四

団
団
員

内

田

正

勝
（

１５

年

）

前
第
五
分
団
団
員

田

中

与

蔵
（
２１

年

）

前
第
七
分
団
団
員

田

中

昇
（
１２

年

）

二

般

協

力

者

）

佐

藤

喜

丁

幸

子
（
訌

翳

）

伊

藤

義

男
（
炎

剪

初
期
消
火
協
力
）

伊

藤

義

美
（
初

期

消

火

協

力

）



簡
易
保
険
で
明
る
い
街
づ
ぐ
り

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵

便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金
は
、
学

校
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備

資
金
と
し
て
、
村
に
還
元
融
資
さ

れ
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
お
お
い

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
に
簡
易
保
険

積
立
金
か
ら
融
資
を
受
け
て
整
備

し
た
事
業
及
び
融
資
額
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

○
佐
井
小
学
校
校
舎
増
改
築
事
業

八
千
二
百
三
十
万
円

○
磯
谷
地
区
漁
民
研
修
セ
ン
タ
ー

新
築
事
業

五
千
五
百
十
万
円

○
古
佐
井
奥
薬
研
線
凍
雪
害
防
止

事
業

一
千
五
百
万
円

○
川
目
林
産
加
エ
セ
ン
タ
ー
加
工

貯
蔵
用
機
械
器
具
購
入
事
業

百
八
十
万
円

○
福
浦
川
目
線
整
備
事
業五
百
万
円

季

節

保

育

所

で

二

二

楽

し

い

ひ

と

と

き

＼

毎
年
春
と
秋
の
二
回
、
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
季
節

保
育
所
が
開
か
れ
ま
す
。

今
年
も
春
の
季
節
保
育
所
が
、

五
月
十
七
日
か
ら
六
月
十
五
日
ま

で
の
一
ヶ
月
開
、
原
田
、
矢
越
、

福
浦
、
牛
滝
地
区
で
開
か
れ
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

保
母
さ
ん
に
は
、
弘
前
女
子
厚

生
学
院
か
ら
九
人
が
来
て
、
四
十

人
あ
ま
り
の
子
ど
も
を
保
育
。
ふ

だ
ん
、
集
団
生
活
に
な
れ
て
い
な

い
子
ど
も
た
ち
も
、
歌
や
お
絵
書

き
、
遠
足
な
ど
、
楽
し
い
集
団
生

活
を
過
ご
し
、
み
ん
な
仲
よ
し
の

よ
い
子
に
な
り
ま
し
た
。

カモシカの仔について

去る５月２４日、福浦地区畑で、

メス成の５才～６才、妊娠６ヶ月

のカモシカが、衰弱横だわってい

る個体を状容、翌日死亡しました。

また６月４日午前１０時３０分ごろ、

原田滝本良昭さんが、生後間もな

い（推定生後１０囗以内）カモシカの

仔を届けました。教委では、畑中・

福浦両主事が保護し、現地の路上

から ２００ｍ奥へ放しました。

カモシカの仔は、生後間もない

と動くものの後を追う習性があり、

６月４日の仔は、親に何かの危険

性が迫り、一時的に遠くへ緊急避

難した結果と考えられます。

現地で見つけたり、路上に出て

いた時は、１００ｍ～２００ｍ奥へ放し

てやって下さい。必ず親が、その

周辺にいるはずです。

（佐井村教育委員会）



七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

夏
休
み
に
入
る
と
、
解
放
感
か
ら
子
ど
も
の
㈲
が
ゆ
る
み
、
非
行
口
ば

し
り
が
ち
で
す
。
小
、
中
、
高
校
生
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
ご
両
親
に

は
、
頭
の
痛
い
季
節
。

そ
こ
で
、
少
年
非
行
や
登
校
拒
否
な
ど
の
少
年
問
題
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

ブ
指
導
し
て
い
る
。
家
族
ヶ
－

ス
ワ
ー
ク
研
究
所
所
長
。
岩
佐
農
夫
さ
ん

に
、
非
行
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
ま
し
た
。

▲
非
行
を
防
ぐ
家
庭
の
役
割
▼

親

の

生

活

を

見

せ

る

［

絶

好

の

機

会

］

朝
か
ら
晩
ま
で
子
ど
も
と
一
緒
’

の
夏
休
み
期
間
。
夏
休
み
は
親
、

特
に
母
親
に
と
っ
て
は
、
幼
児
期

の
と
き
と
違
っ
て
子
ど
も
に
わ
ず

ら
わ
し
さ
を
感
ず
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
し
、
目
ざ
わ
り
に
思
え

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
視
点
を
変
え
れ
ば
、
夏
休
み

は
親
の
日
常
生
活
の
あ
り
の
ま
ま

を
子
ど
も
に
見
せ
る
絶
好
の
機
会

な
の
で
す
。
夏
休
み
を
特
別
な
期

間
と
考
え
ず
、
構
え
ず
、
い
つ
も

ど
お
り
の
生
活
を
送
り
、
子
ど
も

を
そ
の
中
に
巻
き
こ
む
こ
と
に
よ

つ
て
、
子
ど
も
は
親
の
観
察
者
と

な
り
得
る
の
で
す
。
年
齢
が
高
く

な
る
ほ
ど
、
批
判
的
で
辛
ら
つ
な

眼
で
見
ら
れ
る
覚
悟
は
必
要
で
す
。

し
か
し
、
我
が
家
の
暮
ら
し

が
当

た
り
前
に
動
い
て
い
る
背
後
に
あ

る
親
の
存
在
を
、
必
ず
子
ど
も
は

感
じ
と
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
こ

れ
は
、
子
ど
も
の
非
行
化
を
防
ぐ

家
庭
の
基
本
的
な
役
割
で
も
あ
り

ま
す
。

子

ど

も

に

出

さ

せ

る

［

夏

休

み

の

プ

ラ

ン

］

夏
休
み
は
、
子
ど
も
の
自
立
心

を
養
う
絶
好
の
機
会
で
す
が
、
一

歩
間
違
う
と
、
と
ん
で
も
な
い
方

向
に
む
か
う
危
険
性
も
は
ら
ん
で

い
ま
す
。
夏
休
み
前
に
、
休
み
中

の
大
ざ
っ
ぱ
な
計
画
を
子
ど
も
に

出
さ
せ
、
一
緒
に
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。
学
校
か
ら
の
一
般
的
な
注

意
事
項
も
、
我
が
家
の
状
況
に
合

わ
せ
て
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば

三
枚
遊
び
は
や
め
よ

う
”
と
あ
っ
た
ら
、
我
が
家
に
と

っ
て
、
何
時
か
ら
が
夜
遊
び
に
な

る
の
か
、
と
い
う
具
合
に
。

遠
く
の
親
類
を
訪
ね
る
こ
と
な

ど
も
含
め
、
親
か
ら
離
れ
て
外
泊

す
る
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
厳
し

す
ぎ
る
と
思
う
く
ら
い
に
目
を
配

っ
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
が
う
る
さ
が
っ
て
も
、

お
父
さ
ん
た
ち
は
こ
う
い
う
こ
と

は
き
ち
ん
と
し
た
い
の
だ
と
い
う

姿
勢
を
崩
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。ひ
と
た
び
外
泊
は
気
楽
な
も
の

だ
と
い
う
下
地
が
で
き
る
と
、
親

お

元

気

で

す

か

出

稼

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
、
現

地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
欄
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ふ
、
み
な
さ
ん
と
の
か
け
橋
で
凭

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事

故

見

舞

金

制

度

（

改

正

）
に

つ

い

て

出
稼
労
働
者
及
び
留
守
家
族
の

し
あ
わ
せ
の
た
め
に
、
県
と
市
町

村
が
つ
く
っ
た
事
故
見
舞
金
制
度

が
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
目
か

ら
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
改
正
事
項

①
傷
病
及
び
障
害
見
舞
金
の
給

付
申
請
書
類
の
医
師
の
診
断

書
け
、
医
師
発
行
の
診
断
書

も
受
理
し
ま
す
が
、
次
の
事

項
が
記
入
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

①
初
診
囗

④
傷
病
名

⑤
加
療
の
程
度

④
加
（
治
）
療
期
間

②
火
災
見
舞
金
の
事
故
・
災
害

の
程
度
及
び
給
付
額
が
「
見

舞
金
早
見
表
」
の
と
お
り
改

正
に
な
り
ま
し
た
。

尚
、
掛
金
は
村
で
負
担
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
出
稼
す
る
際
、
就

労
先
を
役
場
（
住
民
係
）
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。



子
間
で
何
か
起
こ
っ
た
と
き
、
簡

単
に
家
を
飛
び
出
す
と
い
う
行
動

に
つ
な
が
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

伝
言
板
の
や
り
と
り
で

［

親
子
の
弓
ヽ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ー

］

鏝
後
に
ひ
と
つ
提
案
を
。
休
み

を
機
に
、
台
所
や
ト
イ
レ
な
ど
に

伝
言
板
を
取
り
付
け
、
文
字
に
よ

る
親
子
の
＝
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
は
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

囗
で
は
言
い
争
い
に
な
る
こ
と

も
、
文
字
に
す
る
と
冷
静
に
伝
わ

り
ま
す
。
お
互
い
に
気
づ
か
な
か

っ
た
一
面
に
触
れ
る
な
ど
、
な
か

な
か
効
果
が
あ
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
水
死
亡
事
故
を
な
く
す
る
た
め
に

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
が
明
け
る

と
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
待
ち

に
待
っ
た
楽
し
い
夏
休
み
が
や
っ

て
き
ま
す
。

暑
い
日
が
続
く
と
、
子
ど
も
た

ら
は
、
永
を
求
め
て
海
や
川
へ
と

出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
心
配
さ
れ
る
の
が
水
の

事
故
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
の
多
く
は
、
保

護
者
や
ま
わ
り
の
大
人
が
、
も
う

少
し
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
防
げ
だ

の
で
は
な
い
か
と
悔
や
ま
れ
る
も

の
で
し
た
。

村
民
の
み
な
さ
ん
九

こ
の
夏

水
に
よ
る
犠
牲
者
を
な
く
す
る
た

め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
よ

一
、
保
護
者
は
幼
児
か
ら
目
を
離

さ
な
い
。

家
の
ま
わ
り
に
、
危
険
な
川
や

池
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

幼
児
が
外
に
出
る
と
き
は
、
必

ず
大
人
が
同
伴
し
、
目
を
離
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
危
険
な
場
所
で
の
水
遊
び
や

魚
釣
り
に
は
一
声
注
意
す
る
。

小
さ
い
子
ど
も
は
、
危
険
に
対

す
る
判
断
が
よ
く
で
き
ま
せ
ん
。

危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
を
見
か
け
た
ら
、
我
が
子
同
様

に
、
一
声
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し

三
、
水
泳
に
は
大
人
も
同
伴
す
る
。

暑
さ
と
夏
休
み
の
解
放
感
か
ら

子
ど
も
の
水
泳
や
水
遊
び
は
、
思

わ
ぬ
事
故
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
大
人
が
同
伴
し
、
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
よ
う
。

第１２回青森県老人スポーツ大会

下 北 地 区 大 会

と き：７月１５日臺午前９時

ところ：佐井中グランド

昭 和 ６３年 度

佐 井 村 成 人 式

と き ：８ 月１５日（日）

ところ ：佐井 村振興セ ンター

対象者：昭和４３年４月２日から

昭和４４年４月１日に出生した方

▲
見

舞

金

早

見

表
▼

種 類 事 故 ・ 災 害 の 程 度 給付額

死 亡

見 舞 金

出稼中（出発から帰宅まで）における死亡、

ただし、一時帰省中の死亡を除く。
５００，０００円

傷 病

見 舞 金

出稼中における負傷

又は疾病で休業療養

を要するもの

６月以上であるもの ８０，０００円

３月以上６月未満であ

るもの
６０，０００円

１月以上３月未満であ

るもの
５０，０００円

障 害

見 舞 金

出稼中における負傷又は疾病による障害で通

常の就労を不能とする程度のもの
２００，０００円

火 災

見 舞 金
加入者の留守宅の火災による焼失伴 焼以上） １５０，０００円

※詳しくは、民生相談課にお問合せください。



教
育
だ
よ
う

第
八
回

函
館
・
下
北
交
流

婦
人
視
察
終
る

去
る
六
月
二
日
、
三
日
の
両
日

道
南
地
方
と
北
通
り
地
方
の
各
市

町
村
か
ら
総
勢
８０
余
名
の
婦
人
が

一
同
に
会
し
、
婦
人
の
活
動
状
況

歴
史
的
関
連
性
に
っ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
椴

法
華
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
盛

大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

主
管
で
あ
る
椴
法
華
村
で
は
鎌

田
村
長
か
ら
の
お
話
し
が
あ
り
、

昔
か
ら
嫁
の
行
き
き
が
多
く
、
当

村
住
民
も
南
部
が
多
く
、
経
済
、

医
療
、
福
祉
、
教
育
文
化
、
観
光

商
業
と
の
連
が
り
ご
関
係
が
深
い

こ
と
、
そ
し
て
交
流
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
文
化
を
広
め
、
２１
世
紀
に

向
け
て
青
函
地
域
を
も
っ
と
発
展

さ
せ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
三
上
婦
人
会
長
の
観
迎

の
こ
と
ば
に
っ
づ
き
、
椴
法
華
村

史
編
さ
ん
委
員
の
小
沼
健
太
郎
先

生
か
ら
「
椴
法
華
村
の
歴
史
」
に

っ
い
て
の
講
話
が
あ
り
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。
小
休
止
の
後
、

お
と
ひ
め
昆
布
を
利
用
し
た
料
理

法
が
紹
介
さ
れ
試
食
し
な
が
ら
熱

心
に
メ
モ
を
耿
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
夜
は
恵
山
荘
で
交
流
会
が

盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

各
市
町
村
の
紹
介
に
続
き
、
歌

と
踊
り
が
披
露
さ
れ
な
ご
や
な
会

で
し
た
。
二
日
目
は
あ
い
に
く
の

雨
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
散
策
が

中
止
に
な
り
残
念
で
し
た
が
函
館

市
内
の
デ
パ
ー
ト
で
は
、
食
の
祭

典
を
見
学
し
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
ご

苦
労
様
で
し
た
。

函
館
・
下
北
交
流
婦
人
研
修
会
に
参
加
し
て

第
八
回
函
館
、
下
北
交
流
婦
人

研
修
会
に
参
加
し
て
ま
ず
驚
い
た

事
は
椴
法
華
村
総
合
セ
ン
タ
ー
の

建
物
の
立
派
な
こ
と
、
海
で
は
サ

ー
ブ
ビ
ー
チ
、
北
海
道
の
サ
ー
フ

ィ
ン
選
手
権
の
競
技
海
岸
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

私
達
の
乗
っ
た
バ
ス
も
そ
こ
を

通
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
ウ
エ
ッ

ト
ス
ー
ツ
を
着
用
し
て
三
、
四
人

の
サ
ー
フ
ァ
ー
か
お
り
ま
し
た
。

暑
さ
に
関
係
な
く
い
っ
で
も
で
き

ミ
つ
ら
や
ま
し
く
、
ま
た
「
ナ
ウ

ィ
」
な
と
思
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ

ー
に
入
っ
て
か
ら
椴
法
華
村
の
歴

史
や
ら
お
と
ひ
め
昆
布
を
利
用
し

た
料
理
法
な
ど
村
の
人
達
が
一
生

懸
命
説
明
し
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
夜
に
恵
山
荘
で
情
報
交
換

が
あ
り
、
驚
い
た
事
に
目
の
前
の

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
私
の
大
寸
き

な
料
理
ば
か
り
が
沢
山
並
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
い
か
の
ポ
ン
ポ
ン

焼
、
ホ
ク
テ
焼
、
つ
ぶ
、
た
こ
、

エ
ビ
、
じ
ゃ
が
い
も
焼
、
中
庭
で

せ
っ
せ
と
あ
み
焼
を
さ
れ
た
方
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。
と
っ
て
も
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
と
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
か
。

次
回
の
研
修
会
は
大
間
と
聞
き

ま
し
た
が
、
私
達
の
隣
り
の
町
で

す
し
、
こ
ん
度
会
え
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
婦
人
会
に

入
会
し
て
ま
も
な
い
私
で
す
が
、

こ
の
交
流
会
に
参
加
で
き
た
事
を

幸
せ
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

島

野

桂

子

函
館
と
下
北
の
経
済
文
化
の
施

設
や
婦
人
の
活
動
を
視
察
し
て
、

歴
史
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
文

化
の
発
展
と
婦
人
の
交
流
を
活
発

に
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る

こ
の
研
修
会
も
第
八
回
目
を
迎
え
、

今
年
は
椴
法
華
村
で
開
か
れ
ま
し

た
。私
た
ち
四
名
は
、
佐
井
村
婦
人

会
を
代
表
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
海
も
お
だ
や
か
、
そ
し

て
波
も
静
か
で
気
分
よ
く
函
館
に

着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
椴
法
華
村
の
教
育
委

員
会
の
方
々
と
婦
人
会
長
さ
ん
が

バ
ス
で
迎
え
に
来
て
い
た
だ
き
、

函
館
の
方
々
と
一
緒
に
椴
法
華
に

と
何
い
、
婦
人
会
長
さ
ん
の
案
内

で
戸
井
村
、
恵
山
町
の
歴
史
な
ど

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

着
い
た
時
に
は
沢
山
の
方
々
が

出
迎
え
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
感

激
し
、
ま
た
講
演
は
椴
法
華
と
下

北
の
交
流
な
ど
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
下
北
の
漁
師
た
ち
が
沢
山
働

き
に
集
ま
一つ
で
、
そ
の
頃
は
タ
ラ

イ
ワ
シ
な
ど
が
取
れ
て
、
と
っ
て

も
暮
し
が
良
か
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
取
る
漁
業
か
ら
造
り

育
て
る
漁
業
が
も
っ
と
も
重
要
で

あ
る
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

帰
り
は
雨
が
降
っ
て
い
て
も
、

函
館
の
方
々
と
椴
法
華
の
方
々
が

船
が
出
る
ま
で
お
っ
き
あ
い
し
て

く
れ
て
、
と
っ
て
も
感
謝
を
し
、

参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
函
館

を
後
に
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修

は
私
に
と
っ
て
も
素
晴
し
い
思
い

出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
来
年
大

間
町
で
会
え
る
囗
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。



野外教室に参加して

田名部 ヒサ
五

月

二
十

五

日

野
外

教

室

は

、

五

月

晴

。
参

加

者

は
、

十

五

名

、

役

場
村

民

憲

章

碑
前

で
、

畑

中
先

生

の

音
頭

で

憲

章
を

唱

和

し

、

次

に
東

出
村

長

さ

ん

の

「
村

の

自
然

を

よ

く
知

っ
て
下

さ

い
。」
と

の

ご

挨
拶

。
－

青

森
Ｎ

Ｈ

Ｋ

取

材
班

も

来

て

い
て

、

役
場

車

庫

へ
。

こ

こ
で

、

カ

モ

シ

カ
の

生

体
を

（
死

体

）

見

て

、
大

石

講

師

の
、

生
態

や

学

術
上

の
価

値

に

っ

い

て

の

説
明
：
∴

同
う

な

ず
く
ば
か
り
。

佐

井

権

兵

衛

島

（
ゴ

ン

ペ

イ

は
、

ウ
ミ

ネ

ユ

方

言
と

の
こ
と

。）
の
鮑
・

平

目

の
養

殖

場
を

見

学

し

長

後
方

面

へ
。

車

中

で

時

折
、

通

過

地

点

の
歴

史
的

な

話

。
願

掛

岩

の

自

然
美

に

心
を

洗

わ

れ

、
磯

谷

へ
。

縄

文

式
中

期

の
（

ト

ナ

イ
遺

跡

は
、

ア

イ

ヌ

語
で

あ

る

そ

う

で
、

こ

の
辺

か

ら

桐

が
花

を

つ

け
た

ば

か
り
Ｉ

「
桐

の
花

」

が

季

題
と

し

て
出

さ

れ

た

。

長
後
の
海
岸
沿
え
の
崖
道
を
た

ど
り
、
腰
岸
稲
荷
へ
。
由
来
や
、

明
治
二
十
四
年
設
定
の
「
魚
付
林
」

の
、
長
浜
～
福
浦
下
ノ
畸
を
望
み

ま
し
た
。
こ
の
辺
に
、
村
花
「
ス

カ
シ
ユ
リ
」
が
生
え
初
め
て
い
た
。

車
は
長
後
川
へ
進
み
、
新
緑
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
川
原
で
、
青
空

豚
汁
の
用
意
。
鍋
底
が
ま
っ
黒
く

な
る
こ
ろ
、
味
噌
汁
の
昼
食
－

青
天
下
の
味
：
△

囗
吸
っ
た
時
は

生
き
甲
斐
す
ら
感
じ
ま
し
た
。

食
事
後
の
一
時
間
半
は
自
由
。

散
策
中
に
次
の
野
草
を
知
っ
た
。

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
（
二
人
静
も
あ
る

由
）
・
根
を
ア
イ
ヌ
が
主
食
と
し

た
と
い
う
、
力
強
い
ウ
バ
ユ
リ
・

柴
の
小
花
の
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
・

黄
色
の
花
の
ミ
ヤ
マ
キ
ケ
マ
ン

ー

ミ
ソ

ホ
ウ
ズ
キ
・
白
い
花
の
ウ
シ

（

Ｊ
べ
・
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
・
Ｊ
ン

ロ
ン
ソ
ウ

ー
ク
ル
マ
バ
ソ
ウ
・
茎

が
赤
黒
く
っ
や
っ
や
し
て
、
葉
が

孔
雀
の
尾
に
似
て
い
る
ク
ジ
ャ
ク

シ
ダ
・
つ
っ
ま
し
い
ネ
＝
ノ
メ
ソ

ウ
な
ど
、
講
師
か
ら
教
え
ら
れ
る
。

そ
の
外
、
付
近
の
木
の
名
も
知
ら

さ
れ
た
。
海
岸
の
絶
景
、
清
流
の

ひ
び
き
、
野
草
の
名
ひ
と
つ
覚
え

て
も
、
良
か
っ
た
と
、
薫
風
の
一

日
を
楽
し
ん
だ
。

佐

井

村

中
央

公

民

館

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

句

川

岸

キ
ョ

子

落

椿

ぽ
と

り

と
転

が

る

石
舞

台

と
ぎ

し
ど
み

二
人

居

の

言

も
途

切

れ

し
花

櫨
子

孔

雀

蝶
日

だ

ま
り

の

な

か
身

じ

ろ

が
ず

朝
卓

の

椀

に
盛

ら
れ

し

初

薊

田

名

部
ヒ

サ

菜

の

花

や

出
船

は

岬

へ
消

え

ゆ
け

Ｊ遅

桜

舳

先

並

ん
で

浜

暮

れ

る

抱

卵

の

ミ

サ
ゴ

褄

む

崖
村

境

桐

の
花

落

ち
し

一
輪

鍬

の
上

岩

魚

釣

る
夫

の
目

隙

な

き

渓
の

水

泉
田

タ
ツ

子

桜
咲

く
峰

に

静

も

る

薬
師

堂

葉
隠

れ

に
残

花

一

輪
し

が

み

咲

く

紫

の
花

香
ぐ

わ

し

や

桐
畑

六
十
路

過
ぎ
唯

何
と
な
く
春

惜
し
む

西

谷

豊

彦

雪

割

っ
て

息

吹

き

を
伝

う

蕗

の

薹

紅

の

水
木

の

枝

や
水

温

む

春
汐

に
旅

立

つ

娘

の

切

る
テ

ー
プ

盃

に

二
片

三

片

花

と
酌

む

木

村

さ

ち
子

越

し

来

た

る
家

匂

い

お
り

沈

丁
花

一
枝

の
リ

ラ

贈

ら

る

る
誕

生

日

う

ら

ら

か

や

母

八

十

の

洗

い

物

山

藤

の

己

が

重

み

に

垂

れ

に

け

り

石

戸

美

矢

子

春

シ

ョ

ー

ル

長

蛇

の

列

の

寺

詣

り

木

葉

木

萄

一

人

夜

道

の

足

を

止

め

山

茂

る

沼

に
帰

り

の

鍬

洗

い

降

る

雨

の

糸

め

く

ひ

と

日

花

菖

蒲

宮

沢

文

子

蕗

の

薹

先

争

い

て

出

で

揃

う

娘

の

無

事

を

祈

る

旅

立

ち

春

の

朝

春

の

海

ホ

コ

を

あ

や

つ

る

夫

婦

舟

浜

中

よ

ん

昼

下

り

船

の

上

な

る

夏

の

蝶

豌

豆

は

支

柱

求

め

て

蔓

の

ば

し

五

月

富

士

夕

陽

に

聳

え

明

日

瞶

か

旅

宿

も

長

閑

に

暮

れ

る

嶽

の

郷

三

上

敏

春

歌

舞

伎

余

韻

さ

ま

た

ぐ

雑

踏

に

そ

れ

ぞ

れ

に

花

の

名

優

指

名

手

本

亀

戸

の
菅

公

拝

し

春

頼

み

藤

ま

つ

り

亀

戸

天

神

い

な

せ

な

り

藤

房

の

水

面

に

宿

す

天

神

社

六

段

目

福

浦

し

の

ぶ

春

の

海

（
森
田
重
次
郎
逝
く
）

大

石

健

次

郎

海

霧

の

湾

沿

え

葬

へ

の

旅

急

ぐ

老

堂

の

声

切

れ

恩

顧

長

か

り

き

い

ち

め

ん

に

菜

の

花

黄

泌

む

目

つ

む

り

ぬ

遺

著

閉

じ

て

夜

の

杜

ほ

と

と

ぎ

す

賜

聡
く
孤

り
攸
塵

の
追
悼

艾
や
風

残

花

短

歌

島
野

房
子

し
ろ
白
と
コ
シ
ヤ
ク
花
咲
く
故
里

の
岩
浜
に
立
ひ
海
を
見
下
ろ
す

今
は
亡
き
父
偲
ひ
っ
つ
見
て
お
り

ぬ
恋
し
さ
募
る
夕
焼
け
の
海

石
戸
美
矢
子

枯
草
を
押
し
上
げ
萌
ゆ
る
餅
草
の

淡
き
緑
に
心
洗
わ
る

卯
月
来
ぬ
林
を
行
け
ば
病
葉
の
ひ

と
ひ
ら
落
ち
て
亡
き
父
偲
ぶ

浜
中

よ
ん

霊
祭
の
社
司
の
詞
聞
き
心
新
た
に

頭
た
れ
お
り

川
岸
キ
ョ
子

沈
下
花
銀
の
小
粒
の
花
っ
け
て
淋

し
き
庭
は
道
化
師
に
も
似
て

こ
の
狭
庭
心
和
ま
す
野
の
菫
小
指

ほ
ど
な
る
水
仙
た
ち
も

咳
け
ば
癒
え
る
日
ま
で
の
遠
く
し

て
吾
が
年
代
の
餓
さ
還
え
る

薬
師
山
登
り
っ
め
た
る
山
峡
に
車

道
を
拓
く
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
ニ
基

大
石
健
次
郎

春
浅
き
日
溜
り
の
な
か
影
ひ
そ
め

深
山
頬
白
獲
あ
さ
り
せ
わ
し

シ
ベ
リ
ヤ
に
帰
る
日
近
し
地
鳴
き

つ
つ
深
山
頬
白
し
き
り
に
あ
さ
る

蓄
財
の
才
能
乏
し
き
歳
月
を
生
涯

と
し
て
妻
を
嘆
か
す



健康婦だより

受けよう健診

守ろう健康

健
診
の
目
的
は
、
成
人
病
の
早
期
発
見
な
ど
、
か
ら
だ
の
異
常
の
有
無

を
発
見
す
る
ほ
か
に
、
検
査
結
果
に
応
じ
て
生
活
習
慣
を
軌
道
修
正
す
る
、

よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

検
査
結
果
は

吾

二

憂
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
健
康
維
持
の
た

め
に
、
あ
る
い
は
症
状
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
自
分
に
あ
つ
た
生
活
法

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自

覚

症

状

が

な

け

れ

ば

健

康

か

自
覚
症
状
が
な
け
れ
ば
、
つ
い

健
康
と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か
し

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
、

が
ん
な
ど
の
成
人
病
は
、
無
症
状

で
進
行
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

転
ば
ぬ
先
の
ツ
エ
と
し
て
も
、
年

に
１
回
、
欠
か
さ
ず
健
診
を
受
け

る
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

忙
し
い
と
か
、
病
気
が
見
つ
か

る
と
怖
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
理

由
を
つ
け
て
健
診
を
受
け
な
い
人

が
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
健
診

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の

１
年
間
は

”
安
心
”
が
得
ら
れ
ま

す
。健

診

を

受

け

れ

ば

こ

ん

な

効

果

が

あ

る

①
病
気
の
早
期
発
明
、
早
期
治

療
に
っ
な
が
る

②
か
ら
だ
の
ど
の
部
分
の
老
化

が
早
い
か
な
ど
、
健
康
状
態

の
動
き
が
毎
年
継
続
的
に
チ

エ
ッ
ク
で
き
る
。

③
仕
事
や
生
活
か
ら
く
る
負
担

が
健
康
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
か
が
わ
か
る

④
健
康
に
対
す
る
認
識
が
深
ま

り
、
生
活
を
反
省
す
る
機
会

⑤
家
族
の
健
康
人
の
関
心
が
高

ま
り
、
家
族
ぐ
る
み
の
健
康

の
充
実
を
求
め
る
よ
う
に
な

⑥
す
こ
や
か
な
老
後
を
送
る
た

め
の
前
提
と
な
る

健
康
診
断
を
上
手
に
受
け
る

５

つ

の

ポ

イ

ン

ト

圃
３０代が受診年齢４０
代
以
降
を
健
康
に
過
ご
す

に
は
、
で
き
る
だ
け
３０
代
の

う
ち
か
ら
受
け
る
。

［２］原則とし匸年１回は

必ず受ける昨
年
、
異
常
が
な
か
っ
た
の

で
今
年
は
受
け
な
い
と
い
う

シリーズ

健康によいものを

食べていますか⑩

食中毒の予防になる

ｍ ）

し
そ
は
、
適
当
な
湿
り
け
の
あ

る
土
壌
な
ら
、
土
質
を
え
ら
び
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
家
庭
菜
園
で

も
作
り
や
す
い
野
菜
で
す
。

効
用

食
欲
増
進

防
腐
作
用

し
そ
特
有
の
か
お
り
は
ペ
リ
ラ

ア
ル
デ
ヒ
ド
と
い
う
成
分
で
強
い

防
腐
作
用
が
あ
り
ま
す
。
さ
し
み

の
つ
ま
に
よ
く
使
わ
れ
る
の
は
色

ど
り
だ
け
の
効
果
で
は
な
く
魚
の

鮮
度
を
保
つ
か
ら
な
の
で
す
。
日

本
料
理
は
鮮
度
を
大
切
に
し
ま
す

が
、
し
そ
の
よ
う
な
天
然
の
防
腐

作
用
を
も
つ
食
品
が
あ
っ
て
こ
そ

成
り
立
つ
料
理
法
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
生
魚
を
食
べ
る
と
き
は

特
に
、
つ
ま
の
し
そ
も
い
っ
し
ょ

に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

し
そ
の
栄
養
面
で
の
特
徴
は
、

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
宝
庫
と
も
い
え
る

ほ
ど
、
抜
群
に
多
く
含
ん
で
い
ま

す
。
し
そ
の
実
に
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
特
に
葉
に
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
油
と

な
じ
み
や
す
い
の
で
、
肉
と
合
わ

せ
て
食
べ
た
り
、
油
で
揚
げ
て
食

べ
る
の
も
効
果
的
で
す
。
ま
た
、

酒
の
中
に
葉
を
刻
ん
で
入
れ
て
飲

む
と
貧
血
の
予
防
に
な
る
し
、
健

胃
薬
に
も
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
料

理
し
そ
に
は
、
青
じ
そ
と
糺
じ
そ

が
あ
り
ま
す
が
、
一
年
中
、
身
近

に
あ
る
の
は
青
じ
そ
で
す
。

さ
し
み
の
つ
ま
や
薬
味
と
し
て

ま
た
料
理
の
脇
役
と
し
て
か
か
せ

な
い
料
理
で
す
。
天
ぷ
ら
に
し
て

も
よ
く
、
そ
の
場
合
、
衣
は
裏
側

だ
け
に
っ
け
る
と
、
パ
リ
ッ
と
じ

ょ
う
ず
に
揚
げ
ら
れ
ま
す
。



よ
う
な
受
け
方
は
危
険
。
検

査
を
受
け
た
と
き
は
な
ん
と

も
な
く
て
も
、
検
査
結
果
を

も
ら
っ
た
と
き
に
は
す
ぐ
変

化
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

検
査
の
期
間
は
短
け
れ
ば
短

い
ほ
ど
よ
い
。

［３］「要精検」を

さぼらない「
要
精
検
」
と
い
う
結
果
が

出
た
と
き
は
、
症
状
が
何
も

な
い
か
ら
な
ど
と
理
由
を
つ

け
て
さ
ぼ
ら
な
い
こ
と
。

異
常
か
お
る
こ
と
は
む
し
ろ

少
な
く
、
疑
い
を
晴
ら
す
た

め
に
行
な
う
こ
と
が
多
い
の

で
、
恐
れ
ず
に
ぜ
ひ
受
診
を
。

そ
う
で
な
い
と
、
何
の
た
め

に
健
康
診
断
を
受
け
た
の
か

わ
か
ら
な
い
。

［４］病気の人も
きちんと受ける糖

尿
病
な
ど
で
長
く
通
院
し

て
い
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
検

査
も
す
ま
せ
、
が
ん
に
も
か

か
ら
な
い
な
ど
錯
覚
し
が
ち
。

他
の
病
気
で
通
院
し
て
い
る

と
き
で
も
健
康
診
断
は
別
に

受
け
る
こ
と
が
大
切
。

［５］健康診断の結果を記録

した健康手帳は大切に

保管しておく

健

康

診

断

は

、

い

つ

ど

こ
で

受

け

る

か

健
診
は
、
無
料
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
保
健
協
力
員
が

健
診
の
通
知
を
渡
し
ま
す
の
で

の
が
さ
ず
受
け
ま
し
よ
う
。

本
村
の
方
は
、
佐
井
診
療
所
で

そ
の
他
の
地
区
は
、
地
区
の
集

会
所
で
実
施
し
ま
す
。

▼
血
液
の
不
足
す
る
シ
ー
ズ
ン
▲

夏

こ
そ

献

血
に

ご
協
力

を

ギ
ラ

ギ
ラ
と
照
り

つ
け
る
太

陽
、

ム
ン

ム
ン
す

る
熱
気
－

夏

は
、
日

中
に
街
を
出
歩

く
人

が
少

な
く
な
り

、

献
血
を
す

る
人

が
減

少
し
ま
す

。
ま

た
こ
の
時
期
、
休
暇
を
と

っ
て

出
か

け
た
り
、
帰
省
す

る
人

た
ち

が
多
く

な

る
の
で

、
ふ
だ
ん
献
血

を
し

て
い

る
方
た
ち

も

。
献
血
休
み

”
を

と
っ

て
し
ま

い
ま
す
。

●
二
年

続
け
て
献
血
者
数
が
減
少

こ
の
よ
う
に
、
夏

に
な

る
と
献
血

者
数
が
一
時
的
匚
は
減

る
も
の
の
、

年
間
の
献
血
者
は
こ
れ
ま
で

少
し
ず

つ
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
昭
和
六
十
年
の
約
八
百
七
十

万
人

を
ピ
ー
ク
に
、
年
間
の
献
血
者

数
が
二
年

続
け
て
減
少
し
て

い
ま
す
。

昭
和
六

十
二

年
の
献
血
者
数
が
約
八

百
二

十
二
万
人
で

す

か
ら
、
四

十
八

万
人
も
献
血
者

が
減

っ
て

い
る
の
で

す
。こ
う
し
た
傾
向
は
、
な

ぜ
起
こ

っ

た
の
で

し
ょ
う

か
。
そ

れ
は
、「
献
血

す

る
と
エ
イ
ズ
や
肝
炎

に
感
染
す

る
」

「
二

百
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
献
血

が
な

く

な
り
、
す
べ
て
四
百
ミ
リ
ワ

ッ
ト
’ル

献
血
に
変
わ

っ
た
」
な

ど
の
誤
解

が

あ
る
よ
う
で

す
。

で

は
、
改

め
て
現
在
の
献
血
方
法

と
そ
の
安
全
性
に
つ

い
て
み
て
み
ま

●
エ
イ

ズ
や
肝
炎
の

心
配

は
無
用

現
在
、
献
血
方
法
は
二

百
ミ
リ
リ

ッ
ト

ル
献
血
、
四
百

ミ
リ
リ
ッ
ト

ル

献
血

、
成
分
献
血
の
三

種
類
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
ど
の
方
法
を
選
ぶ

か
は
献
血
者
の
自
由
で

す
。
ま
た
、

献
血

時
に
使
用

す
る
注
射
針
や
血
液

バ
ッ
グ
は
一
人

ず
つ
取
り
換
え
ま
す

の
で

、
献
血
に
よ
り
エ
イ
ズ
や
肝
炎

な
ど
に
感
染

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま

せ
ん
。

科

学
が
進
歩
し
た
今
日
で

も
、
血

液

は
人
工

的

に
つ
く
る
こ
と
が
で

き

な

い
も
の
で
す

。
病
気
や
ケ
ガ
と
闘

っ
て

い
る
方

た
ち
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

献
血

に

ご
協
力

く
だ
さ
い
。

７月の保健事業

４日（月） 健康相談日

１１日（月） 健康相談日

１８日（月）川目成人病教室

１９日（火） 健康相談日

２２日幽 乳児健康相談

離乳食調理実習

２６日（火） 健康相談日

２７日冰） 妊婦検診



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

交

通

安

全

家

族

会

議

矢
呟

宮
木
正
Ξ
さ
ん
宅

家
族
構
成

正

三

６３
歳

ル

イ

６２
歳

ふ

よ

９１
歳

幸

雄

３６
歳

奈
美
子

３３
歳

幸

子

８
歳

育

美

６
歳

豊

４
歳

正

子

工
歳

会

こ
ん
ば
ん
わ
。

父

ど
う
ぞ
。
今
お
じ
い
さ
ん
と

お
ば
あ
さ
ん
、
用
事
が
あ
っ
て

留
守
だ
け
ど
上
っ
て
く
だ
さ
い
。

会

育
美
ち
ゃ
ん
。
学
校
に
な
れ

ま
し
た
か
。
毎
朝
カ
バ
ン
が
ぶ

っ
か
っ
て
痛
い
痛
い
と
話
し
て

い
た
け
ど
。

育

は
い
。
な
れ
ま
し
た
。

会

毎
朝
だ
れ
と
学
校
へ
。

育

お
姉
さ
ん
と
千
秋
ち
ゃ
ん
と

三
人
で
。

母

毎
朝
学
校
へ
行
く
時
に
声
を

か
け
て
や
る
の
。
「
車
に
気
を

つ
け
て
行
き
な
さ
い
よ
。」
と
。

会

よ
か
っ
た
ね
。

駐

奥
さ
ん
も
免
許
証
を
持
っ
て

い
る
ん
で
す
か
。

母

は
い
。
も
う
十
年
も
前
に
取

っ
た
け
ど
、
乗
っ
て
い
な
い
の
。

会

今
度
乗
る
と
き
は
、
少
し
自

動
車
学
校
へ
行
っ
て
練
習
し
て

か
ら
乗
れ
ば
分
か
り
や
す
い
ね
。

駐

お
父
さ
ん
。
運
転
し
て
い
て

気
が
っ
い
た
こ
と
あ
る
か
な
。

父

そ
う
だ
の
。
呑
兵
衛
さ
ん
の

所
の
三
さ
路
。
お
っ
か
な
い
の
。

駐

あ
そ
こ
は
一
時
停
止
の
標
示

が
あ
る
ん
だ
が
。

父

だ
け
ど
止
ま
ら
な
い
で
走
っ

て
く
る
の
。
大
変
危
険
だ
よ
。

そ
れ
と
本
矢
越
の
荷
受
場
の
所

も
あ
ぶ
な
い
の
。
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
さ
な
い
で
来
る
か
ら
。

駐

そ
う
だ
。
特
に
若
者
は
ス
ピ

ー
ド
に
あ
こ
が
れ
て
い
る
か
ら
。

事
故
を
起
こ
す
と
相
手
に
も
迷

惑
を
か
け
る
し
、
今
保
障
は
四

千
万
円
か
か
る
ど
。

ブ
レ
ー
キ
の
過
信
は
禁
物

高速道路での安全な車間距離の目安は、一般的

口走っている速度の数字をメートルに換えた距離

たとい杓れています
Ｏ
ですから時速１００キロのとき

は１００メートル、時速８０午口のときは８０メートルに

なりま回‾。

「なにも帽Ｏメートルも車間距離をとらなくて蝠

オレの腕なうその半分の距離で十分」などと思っ

ている人はいま甘ん力。

図を見てください。スピードガ出れば出るぼど

空走蹈離に比べて制動蹈離づのびているのガオつが

ります（※言葉の意味は図の説明を参照）。

空走距離を繩めるには、ブレーキを踏鵈までの

時間を早くすればよいのですが、制動距離は、ど

んな技術を使っでも距離を短くすることはできま

せん。なぜなら、すでにブレーキを踏み終え、あ

とは車が止まるのをただ眄つだけの状態だからで

す。ですからヤオレの腕なら……́ と́いう考え万力

通用しないのです。高速道路でば 腕″を辿言甘ず、

必ず安全な車間距離をとるようにしてください。

なあ、車間距離を十分とっていて七 甬方やそ

の先の自動車の動きに注意していなければ、結果

的こ必要な車間距離をとっていないことと同じに

なりまサ



母

や
あ
、
そ
う
す
れ
ば
こ
か
ま

ど
分
か
か
る
の
。

父

二
代
か
か
っ
て
返
さ
ね
ば
ね

え
の
。
そ
れ
と
中
学
生
。
赤
坂

の
所
広
が
っ
て
歩
い
て
あ
ぶ
な

い
の
。

会

そ
う
で
す
。
い
っ
も
み
な
さ

ん
か
ら
注
意
を
受
け
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
先
生
方
も
私
た
ち

も
常
に
言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。

そ
れ
に
、
無
灯
火
で
自
転
車
に

乗
っ
て
来
る
。
疲
れ
て
く
る
し

上
り
坂
で
大
変
だ
っ
て
。

母

で
も
命
に
か
か
わ
る
こ
と
だ

か
ら
の
。

会

電
池
式
の
自
転
車
ラ
イ
ト
で

も
あ
れ
ば
い
い
け
ど
ね
。

駐

こ
の
頃
の
中
学
生
、
家
の
手

伝
い
を
し
て
い
る
べ
が
。

父

あ
ま
り
見
な
い
の
。
で
も
夏

休
み
に
は
手
伝
っ
て
い
る
の
。

会

子
ど
も
達
、
遊
び
場
を
ど
う

し
て
い
ま
す
か
。

母

た
い
て
い
家
の
前
か
、
健
康

広
場
に
行
っ
て
遊
ん
で
る
の
。

会

家
の
前
で
遊
ん
で
危
険
で
な

い
の
。
団
地
の
中
に
車
が
入
っ

て
こ
な
い
。

母

ほ
と
ん
ど
入
ら
な
い
。
販
売

車
が
二
、
三
台
だ
け
だ
の
。
下

の
道
路
に
は
、
あ
ま
り
下
り
て

い
が
ね
し
て
。

会

学
校
か
ら
早
く
婦
り
ま
す
が
。

母

行
く
時
は
さ
っ
さ
と
歩
く
け

ど
、
帰
り
は
あ
っ
ち
を
見
て
、

こ
っ
ち
を
見
て
歩
い
て
時
間
が

か
か
る
の
。
で
も
右
側
を
歩
い

て
い
る
よ
。

会

そ
う
で
す
か
。
お
ば
あ
さ
ん

は
。

母

外
へ
金
々
出
な
い
の
。
家
の

中
に
い
て
手
伝
い
し
て
る
よ
。

お
し
め
を
た
た
ん
だ
り
、
魚
の

皮
を
む
い
た
り
、
助
か
っ
て
ま

す
。

会

手
伝
っ
て
い
れ
ば
、
や
っ
ぱ

り
い
い
も
の
。
今
日
は
あ
り
か

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

駐

自
動
車
は
安
全
運
転
で
お
願

い
し
ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に

乗
っ
た
と
き
、
交
通
ル
ー
ル
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

足型ストップマーク

作業を終えて
毎
年
実
施
し
て
い
る
飛
び
出
し

防
止
の
足
型
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
作

業
を
、
今
年
も
み
な
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
き
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
大

人
も
子
ど
も
も
、
ス
ト
ッ
プ
マ
ー

ク
で
止
ま
り
、
右
を
見
て
左
を
見

て
、
も
う
一
度
右
を
見
て
、
安
全

を
確
か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

事
故
の
な
い
明
る
い
村
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

禁
止
事
項
は
必
ず
守
ろ
う

高速道路は、一般道路よりもスピードを出

して走るため、走行中の禁止事項を破ると大

惨事を招くことになります。自分勝手な運転

で犠牲者を出さないためにも、次のことを改

めて確認してください。

●路側帯や路肩を走らない

●走行車線がら追い越しを力けない

●前を走る車にぴったりつきすぎない

●追い越し車線をずっと走り続けない

●Ｕターンしたり、バックしたレつ、中央分離

帯を横切ったりしない

●本線車道に出入りする車の走行を妨げない

●故障や危険防止以外は、道路上で駐停車し

ない

このほかスピード の出し迴ぎや急ハンドル

・售ブレーキはさけ、ゆとりをもって思いや

りのある安全運転を㈲戸けましよう。



加

藤

鮫

漁

゛

゛

磯

谷

奉

納

絵

馬

古
佐
井
発
信
寺
（
浄
土
寺
）
に
、

磯
谷
加
藤
鮫
網
組
の
、・
漁
が
終
っ

て
か
ら
報
謝
の
念
を
こ
め
て
、
奉

納
し
た
絵
馬
八
点
が
保
存
さ
れ
て

い
る
。
次
の
ガ
ラ
ス
絵
馬
は
、
横
四
六

セ
ン
チ
・
縦
三
五
セ
ン
チ
の
三
点

で
あ
る
。

①

奉
納

明
治
四
拾
四
年
旧
三

月
十
三
日

小
田
原
富
士

磯

谷
メ

▽
：
と
書
か
れ
て
い
る
。

神
奈
川
原
小
田
原
市
か
ら
眺
望

の
富
士
山
風
景
で
あ
る
。

②

奉
納

明
治
四
拾
五
年
四
月

八
日

磯
谷
村

丸
金
一
△
鮫

綢
連
中
…
と
書
か
れ
、
中
央
に
富

士
山
、
遠
い
裾
山
と
人
家
、
白
帆

の
船
四
隻
、
左
手
前
に
松
、
右
手

前
の
汀
に
磯
舟
一
隻
が
っ
な
が
れ

て
い
る
。

③
年
月
日
な
し
。
上
右
方
に
「
下

田
」
と
書
か
れ
、
傍
に
落
款
（
書

画
に
筆
者
が
押
す
自
分
の
雅
号
日

か
お
る
。

こ
れ
は
、
伊
豆
半
島
下
田
湊
の

風
景
と
思
わ
れ
る
。

ガ
ラ
ス
絵
は
、
日
本
で
は
文
化

年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
）

ご
ろ
、
す
で
に
見
ら
れ
、
明
治
初

期
に
文
明
開
化
の
世
潮
と
共
に
、

歌
川
派
浮
世
絵
風
の
も
の
が
流
行

し
た
。
そ
の
技
法
は
、
①
ガ
ラ
ス
表
面

に
下
絵
を
書
く
。
②
膠
や
、
水
、

油
で
絵
具
を
と
か
す
。
③
ガ
ラ
ス

の
裏
面
か
ら
逆
順
で
色
を
ぬ
り
重

ね
る
。
㈲
裏
面
絵
具
が
、
は
げ
落

ち
な
い
よ
う
に
、
柔
か
い
和
紙
を

は
り
当
て
る
。
－

も
の
で
、
現
在

で
は
数
も
少
な
く
な
り
、
民
俗
的

に
も
、
貴
重
品
と
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。
次
の
板
絵
馬
は
、
板
に
画
か
れ
、

横
四
四
・
五
セ
ン
チ
～
縱
三
ニ
セ

ン
チ
の
五
点
て
あ
る
。（
写
真
）

㈲

奉
納

大
正
九
年
旧
二
月
十

七
日

出
回

鮫
縡
連
中
…
と
書

か
れ
、
左
上
に
た
な
び
く
瑞
雲
に

御
幣
が
立
ち
、
三
宝
に
は
御
幣
付

き
の
瓶
子
二
ヶ
、
鏡
餅
が
供
え
ら

れ
、
紋
付
羽
織
・
椨
姿
の
男
性
が
、

瑞
雲
を
み
っ
め
合
掌
し
て
い
る
。

㈲

年
月
日
な
し
。
林
を
バ
ッ
ク

に
し
た
、
柱
・
欄
干
が
朱
ぬ
り
の

神
社
に
、
紋
付
羽
織
・
桍
姿
の
男

性
が
頭
を
下
げ
合
掌
し
て
い
る
。

囚
巴

御
中

中
イ
ソ
ヤ
…
と
書

か
れ
て
い
る
。

㈲

奉
納

大
正
九
年
旧
二
月
十

八
日

囚
害

鮫

…
と
書
か
れ
、

左
に
松
の
大
木
、
海
上
の
旭
日
を

左
方
か
ら
み
て
い
る
。
翁
と
媼
の

「
高
砂
図
」
。

⑦

奉
納

丸
金
△

加
藤
大
漁

旧
三
月
三
日
…
と
書
か
れ
、
右

に
松
、
海
上
の
旭
日
を
右
方
か
ら

立
っ
て
合
掌
す
る
翁
と
媼
の
「
高

砂
図
」
。

㈲

奉
納

磯
谷

丸
金
一
△
連

中
：
と
書
か
れ
、
左
に
松
ヶ
枝
、

そ
の
下
に
赤
色
の
猩
猩
毛
を
頭
に

つ
け
た
童
子
二
人
。
一
人
は
左
方

で
右
手
に
赤
色
の
長
柄
杓
を
さ
し

上
げ
、
左
小
脇
に
朱
ぬ
り
の
大
盃

を
か
か
え
て
踊
っ
て
い
る
。

右
方
に
大
酒
ガ
メ
が
あ
り
、
同

じ
姿
の
童
子
が
、
右
手
に
同
じ
長

柄
杓
、
左
手
の
同
じ
大
盃
を
口
辺

に
近
づ
け
て
い
る
。
祝
い
の
酒
宴

図
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
色
彩
鮮
明

で
保
管
が
大
変
良
い
。

太

田

日

記

の

加

藤

鮫

祈

こ

の

日
記

は

、
太

田
猛

勇

（
故

人

）

が
大

正

八

年

か
ら

十
一

年

ま

で

の

も

の
で

、

古

佐
井

太

田

あ

い

さ

ん

が

、
大

事

に

保
管
し
て
い
る
。

こ

れ

に

よ

っ
て

。

大
正

十
一

年

九

月

十

一
日

、

大

町

桂

月

の
、

佐

井

村

来
遊

の

月

日

が

明

ら

か
に

さ

れ

た
も
の
で
あ
る
。

（
昭

和
５９

年

１２

月
１

日
、『
大

町

桂

月

の

佐
井

来

遊

と
仏

浦
に
つ
い
て
』

第

一

回

。
昭

和
６０

年

２

月

１

日

、

第

三

回

。
広

報

さ

い

、
大

石

）

参

照

。こ

の

日
記

に

み

ら

れ

る
加

藤

餃

漁

祈

願

は
、

次

の

通

り
で

あ

る

。

大
正

十

年

◇

一

月
七

日

睹

滝

本
組
天

漁

場
幣

束

ヲ

作

ル

◇

一

月
十

一

日
～

磯

谷
、

長

後

鮫
漁

此

ノ

御

祈

寿

二
参
向

十

四
日

帰

付

◇

十

二
月

十

五

日
暴

風

福
浦

村

内

藤

安
太

郎

鮫

漁
祈

願

ノ
為

メ

来

村

幣

束

ヲ

与

フ

◇

十
二

月

十

六

日
睹

長

後
内

田

八

十
八

祈

願

ノ
為

メ

来
村大

正

十

一
年

◇

一
月

六

日

雪
北

風

福

浦

田

中

石
蔵

ヨ
リ

出

向

申
度



書
状
ア
ル
モ
都
合
二
依
り
断
り

細
間
三
太
組

鰉
網
幣
束
製
造

送
付

◇
一
月
七
日

長
後
村
石
刃
両
組

船
頭
来
村

祈
願
依
頼
セ
ラ
ル

幣
束
送
付

◇
一
月
十
目
雪
（
少
）

福
浦〈
メ
ヨ
リ
北
洋
丸
、
鰥
四
本

送
ラ
レ
タ
ル
モ
少
シ
ク
腐
敗

右
二
付
〈
メ
、
書
面
山
乃

◇
一
月
十
二
日
吹
雪

長
後
池
田
米
三
郎

鮫
祈
願
ノ

為
メ
来
村
一
泊

長
後
滝
本
末
太
郎
組
幣
束
ヲ
送

ル
◇
一
月
十
五
日
吹
雪

細
間
三
次
郎
幣
束
ヲ
作
り

滝

本
組
因
組
ノ
神
囗
ヲ
取
り
送
付

◇
一
月
十
七
日
睹

桜
島
鰉
網
口

祈
願
願
出
二
付

午

後
三

時

出

向

同

八

時

帰
宅

◇

一
月

廿

二

日
吹

雪

午

後
三

時

福

浦
村

⑤

組

鮫

一

本

捕

獲

シ

ク

ル

ニ
テ

此

レ

ノ
祈

祷

ヲ
ロ

ロ

守

札
ヲ

授

与

ス

◇

一
月

廿

八

日

鮫
組

祈

祷

ト

シ
テ

長

後

こ

泊

◇

一
月

廿

九

日

福

浦

一
泊

三

十

日

帰
村

◇

二

月

三

日

長

々

ノ

時

化
本

日

晴
天

各

船

出

入

楽

シ

◇

二

月

六

日

連

日

ノ

時

化

ニ
テ

糧

食
欠

乏

セ

ザ

ル

ヤ

ノ

郡
電

報

東

北

風

二
変
ジ

濡

雪
ト

ナ

リ

近

来

ニ
ナ

キ
悪

路

ト

ナ

リ

交

通

出

来

ザ

ル

状
態

ト

ナ

レ
リ

（
…）
次

に
矢

越
村

地

す

べ
り

の
た

め

、

立

退

き

の
協

議

が
記

さ

れ

て
い
る
。
矢

石
）

◇
二
月
十
八
日
晴
天

矢
越
村
地
滑
リ
ア
リ

館
脇
市

太
郎

宮
川
時
次
郎

館
脇
末

吉

二
戸
破
損

視
察
セ
ル
ニ
後

方
ノ
山
頂
百
間
斗

破
レ
山
上

ヨ
リ
正
二
落
キ
タ
ル
ノ
状
況
危

険
云
フ
ベ
カ
ラ
ズ

村
民
立
退

ノ
協
議

こ
の
太
田
日
記
は
、
大
正
十
一

年
十
二
月
廿
六
日
で
終
っ
て
い
る
。

こ
の
日
記
か
ら
、
十
分
に
推
察
で

き
る
よ
う
に
、
加
藤
餃
組
は
、
佐

井
村
各
地
区
で
編
成
さ
れ
、
共
同

事
業
で
あ
り
、
昭
和
初
期
ま
で
続

く
の
で
あ
る
。

明
治
三
十
四
年
長
後
村
社
世
話

人

大
石
丹
十
郎
の
寄
付
帳
に
、

「
一
金
五
円
也

島
野
常
三
郎
外

三
名
鮫

連
中
」
と
あ
り
、
ま
た

昭
和
三
年
の
も
の
に
は
、
「
一
金

大
メ
鮫
組
」
と
あ
る
。

昭
和
六
年
七
月
七
日
「
兄
童
環

境
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
大
佐
井
及

び
古
佐
井
の
項
に
、
「
魚
類
に
て

は
鱈
・
鱶
（
注
、
加
藤
餃
）
は
各

八
〇
〇
〇
円
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

磯
谷
の
項
に
、
水
産
物
と
し
て
、

昭
和
元
年
度
－

鮑
・
昆
布
・
か
ど

ざ
め
・
天
草
・
惠
胡
が
あ
り
、
二

年
、
三
年
、
四
年
、
五
年
度
も
同

じ
で
あ
り
、
特
に
「
因
み
に
昭
和

五
年
度
は
、
か
ど
さ
曲
二
百
本
位

捕
獲
せ
し
も
未
だ
勘
定
済
み
に
な

ら
ぬ
故
…
…
」
と
あ
る
。

福
浦
の
項
に
、
昭
和
五
年
度
に
、

「
鮫
一
四
五
本
、
一
八
八
五
円
○

○
○
銭
」
と
あ
る
。

牛
滝
の
項
に
、
「
大
鮫
」
と
記

さ
れ
、
加
藤
鮫
漁
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
昭
和
十
一
年
八
月
の
「
郷
土
調

査
」
に
、
水
産
物
の
代
表
的
な
も

の
の
一
つ
に
、
「
サ
メ
」
と
書
か

れ
、
ま
た
、
「
鮫

六
九
二
八
貫

四
六
五
二
円

十
二
月
～
三
月
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
加
藤
鮫
を
意
味

し
て
い
る
。
更
に
「
冬
期
間
（

海

上
モ
荒
レ
鱈
・
鮫
網
ヲ
行
フ
（
漁

業
家
中
一
部
分
ニ
テ
ナ
ス
）
」
と
あ

る
。長
後
の
項
に
「
鮫
四
二
〇
円
」

と
あ
る
が
、
加
藤
鮫
の
金
額
と
し

て
は
少
な
い
。

牛
滝
の
項
に
「
大
鮫
」
と
、
’昭

和
六
年
調
査
の
時
と
同
じ
く
書
か

れ
て
い
る
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
加
藤
鮫
漁

も
思
わ
し
く
な
り
、
組
の
解
散
が

目
立
ち
、
個
人
営
業
に
変
っ
て
ゆ

く
の
で
あ
る
。
（
次
号
へ
続
く
）

佐井村の盆唄 ④
死
ん
で
ま
だ
く
る
お
釈
迦
の
身
な
ら

死
ん
で
み
た
い
面
う
ぢ
に

す
ぎ
だ
お
前
ど
春
日
の
長
さ

長
い
道
中
し
て
み
た
い

長
い
道
中
で
雨
あ
降
る
な
ら
ば

茶
屋
に
腰
か
け
雨
ば
ら
し

か
わ
い
そ
う
な
よ
い
づ
き
て
見
で
も

た
す
ぎ
な
げ
お
く
ひ
ま
も
な
い

盆
の
十
六
日
ア
や
み
の
夜
で
け
ね
が

思
た
め
ら
さ
ど
み
な
ひ
ぱ
る



税
務
だ
よ
り

退職金や年金と税退
職
金
は
、
長
い
間
の
勤
労
の

対
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
か
の

所
得
と
は
異
な
っ
た
税
額
の
計
算

つ
ま
り
、
退
職
金
の
額
か
ら
退
職

所
得
控
除
額
を
差
し
引
い
た
残
額

の
二
分
の
一
に
税
率
を
掛
け
る
な

ど
軽
い
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
金
や
恩
給
な
ど
の
公

約
年
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十

二
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
所

得
の
種
類
が
給
与
所
得
か
ら
雑
所

得
へ
と
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
年
金
や
恩
給
が

支
払
わ
れ
る
際
に
は
、
原
則
と
し

て
十
％
の
税
率
に
よ
る
所
得
税
の

源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

所得税第１期分の納期は

８月１日まで
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一
期
分

の
納
税
を
お
忘
れ
な
く
。

納
期
は
七
月
一
日
か
ら
八
月
一

日
（
例
年
は
七
月
三
十
一
日
で
す

が
、
七
月
三
十
一
日
が
日
曜
日
に

当
た
る
た
め
）
ま
で
で
す
。

予
定
納
税
は
、
そ
の
年
分
の
所

得
税
額
が
確
定
す
る
前
に
、
い
わ

け
概
算
で
分
割
納
付
す
る
制
度
で

す
。

予
定
納
税
は
、
そ
の
基
に
な
る

前
年
分
の
税
額
が
十
五
万
円
以
上

と
な
る
場
合
に
、
そ
の
三
分
の
一

ず
っ
を
、
七
月
（
第
一
期
）
と
十
一

月
（
第
二
期
）
に
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

サ

ラ

リ

ー
マ
ン
の

奥

さ

ん

国

民

年

金

へ

の

手

続

き

は

お

す

み

で

す

か

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
に
、

年
金
制
度
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
ご
主
人
が
厚
生
年

金
保
険
や
各
種
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
奥
さ
ん
（
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
）
は
、
第
三
号
被
保

険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
第
三
号
被
険
者
と
な
る
保

た
め
に
は
、
「
資
格
取
得
届
（
第

三

う
被
保
険
者
該
当
届
）」
に
、
ご

主
人
の
会
社
で
事
業
主
の
証
明
を

受
け
る
か
、
ま
た
は
ご
主
人
の
健

康
保
険
証
等
と
年
金
手
帳
を
添
え

て
、
役
場
民
生
相
談
課
国
民
年
金

の
係
に
届
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
も
し
、
こ
の
届
出
が
遅
れ
る
と

言

言
づ
被
保
険
者
に
該
当
し
て
い

て
も
、
そ
の
期
間
か
国
民
年
金
保

険
料
納
付
済
期
間
に
算
入
さ
れ
な

い
で
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
年
金
の
額
が
少
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
第
三
号
被
保
険
者
の
方

が
年
金
を
受
け
る
た
め
の
費
用
は
、

ご
主
人
が
加
入
し
て
い
る
年
金
制

度
で
賄
う
た
め
、
奥
さ
ん
は
直
接

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
手
続
き
で
す
。
く
れ
ぐ

れ
も
忘
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

老

齢

福

祉

年

金

を

受

け

と

っ

た

ら

証

書

を

提

出

し

ま

し

よ

う

国
民
年
金
か
ら
老
齢
福
祉
年
金

を
受
け
て
い
る
方
が
、
国
民
年
金

証
書
を
提
出
す
る
時
期
が
近
づ
き

ま
し
た
。

毎
年
八
月
に
は
、
向
う
一
年
間

の
老
齢
福
祉
年
金
の
支
給
額
を
、

本
人
や
扶
養
義
務
者
等
の
前
年
の

所
得
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

指
定
の
郵
便
局
で
八
月
期
分
の

支
払
い
を
受
け
た
ら
、
国
民
年
金

証
書
を
、
役
場
民
生
相
談
課
国
民

年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
た
り

提
出
が
遅
れ
た
り
し
ま
す
と
、
十

二
月
期
分
の
支
払
い
に
間
に
合
わ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

税の相談は
テレホンサービスで

お気軽に
〈税務相談室青森分室〉
昔 〇１７７－２３－２３７９



㈲

稿

「
魅

力

あ

る

津

軽

海

峡

文

化

館

づ

く

り

を

め

ざ

し

て

」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
て
感
じ
た
ま
ま
に

ま
ず
、
基
調
講
演
の
村
瀬
先
生

の
講
演
を
聞
い
て
、
大
き
な
誇
り

と
感
動
を
知
り
ま
し
た
。

今
や
二
十
一
世
紀
へ
の
地
域
づ

く
り
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
盛
ん

に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
、

我
が
古
里
佐
井
で
は
、
二
十
一
世

紀
に
向
っ
て
の
産
業
発
展
の
拠
点

と
す
る
「
む
ら
お
こ
し
活
性
化
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
名
の
も
と
に
、

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
「
む

ら
お
こ
し
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
と

い
う
名
称
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
こ

で
津
軽
海
峡
文
化
館
と
い
う
名
は
、

私
は
す
ば
ら
し
い
名
称
だ
と
思
う
。

津
軽
海
峡
は
、
全
国
津
々
浦
々
ま

で
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
我

が
古
里
佐
井
村
は
、
前
は
鰕
夷
地

北
海
道
、
西
に
は
津
軽
の
山
々
が

見
え
る
、
下
北
地
方
で
は
唯
一
の

津
軽
海
峡
を
真
正
面
に
い
だ
く
地

域
で
、
他
に
は
な
い
だ
ろ
う
。

佐
井
村
の
知
名
度
は
、
全
く
低

い
。
津
軽
海
峡
文
化
館
は
、
佐
井

村
の
二
十
一
世
紀
の
産
業
発
展
の

拠
点
と
な
る
こ
と
は
、
約
束
で
き

る
名
称
で
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
に

は
、
た
だ
名
称
だ
け
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
最
大
の
努
力
が
必

要
で
あ
る
。
佐
井
村
に
は
、
古
い

歴
史
が
あ
る
、
古
い
文
化
が
あ
る
。

ま
た
、
ア
イ
ヌ
と
の
関
係
の
民
俗

歴
史
が
あ
る
。
大
阪
と
の
商
人
の

交
流
、
能
登
半
島
の
日
本
海
に
面

し
た
地
域
と
の
、
文
化
交
流
の
歴

史
が
あ
る
。
更
に
は
観
光
面
で
は
、

仏
ヶ
浦
と
い
う
一
大
観
光
資
源
が

あ
る
。
こ
こ
に
二
十
一
世
紀
の
佐

井
村
の
発
展
の
た
め
に
、
行
政
と

地
域
と
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の

世
紀
の
一
大
事
業
に
英
知
を
結
集

し
て
、
立
ち
上
ろ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

二

村
民
）

「
こ
ん
ど
の
週
末
、
三
浴
し
に

行
か
な
い
？
・
」
「
そ
う
ね
、
ど
こ

が
い
い
か
し
ら
」
と
若
い
女
性
た

ち
の
会
話
。

最
近
流
行
の
三
浴
と
い
う
の
は
、

温
泉
浴
、
日
光
浴
、
そ
れ
に
森
林

浴
の
こ
と
で
す
。

木
が
た
く
さ
ん
あ
る
所

に
行
く
と
、
い
い
香
り
が

し
、
す
が
す
が
し
い
気
分

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

樹
木
が
害
虫
な
ど
か
ら
自

分
を
守
る
た
め
に
、
葉
や

芽
か
ら
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド

と
い
う
特
殊
な
物
質
を
発

散
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り

ま
す
。
森
林
浴
と
い
う
の
は
、
森
に
入

つ
て
、
こ
の
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
を

浴
び
る
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
を

発
見
し
た
の
は
、
ソ
連
の
キ
ー
ト

ン
と
い
う
学
者
。
ま
た
、
森
林
浴

と
い
今
言
葉
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な

っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
七
年
、
当

時
の
林
野
庁
長
官
が
新
聞
記
者
に

話
し
た
の
が
き
っ
か
け
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
に
は
、
人
間

の
神

経
を

鎮
静

化
し

た

り
す

る
働

き
が

あ
り
、

ま
た
、

木

の
緑

も
安

ら
ぎ
を

与
え
て

く

れ

る
効
果
が

あ

る
こ
と
か
ら
、

森

林
浴

が
注

目
さ

れ
る
よ

う

に

な
っ

た
の

で
す
。

フ
ィ

ト
ン
チ

ッ

ド
は

放
散

し

や
す

い
の

で
、
森

林
浴

に

は

木
が

覆
い

か

ぶ
さ
る
よ

う

に

な
っ

て
い

る
深

い
森
が

い

い
と

い
わ
れ

て
い

ま
す
。

と
こ

ろ
で

、
夏

は
野
外

に
出

る

機
会
が

多
く

な
り

ま
す
。

七
月

二

十
一
日

か
ら

八
月

二
十
日

ま
で

は
。

「
自
然

に
親
し

む

運
動
」

の
期

間

で
す
。

今
年

の
重

点
目
標

は
「

自

然
を

尊
び
、

自
然

か
ら
学

ぶ
こ

と

の
奨

励
」
で

す
。

こ
の
期

間
中

に

石
川
県

の
能

登
半

島
国
定

公
園

で
、

第

三
十
回
自

然
公

園
大
会

が
開

催

さ
れ

ま
す
。



行
政
に
関
す

る
苦
情
等
は

あ
り
ま
せ
ん
か

総
務
庁
で
は
、
佐
井
村
住
民
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
等
の
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
を
手
助
け
す
る

た
め
、
次
の
方
を
「
行
政
相
談
委

員
」
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

氏
名

大

石

健
次
郎

住
所

佐
井
村
字
長
後
六
番
地

電
話

三
八
－

五
四
二
二

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
、
電
話

手
紙
の
い
ず
れ
の
方
法
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
相
談
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
は
、
秘
密
を
守
り
親
身

に
お
世
話
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
相
談
の
内
容
は
、
役
所
の
仕
事

に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も

よ
く
、
例
え
ば
、
梦
記
、
年
金
、

保
険
、
道
路
、
河
川
等
に
っ
い
て

役
所
の
仕
事
が
遅
い
、
不
親
切
だ

納
得
で
き
な
い
、
制
度
や
手
続
き

が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
日
頃
お
因

り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
不
満
に

思
っ
て
い
る
こ
と
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

重
な

っ
て
離
れ
な
い

グ
ラ
ス
を
引
き
離
す
方
法

二
個
の
グ
ラ
ス
が
重
な
り
、
引

っ
ぱ
っ
て
も
簡
単
に
離
れ
な
く
な

つ
た
場
合
は
、
ま
ず
内
側
の
グ
ラ

ス
に
冷
水
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
か
ら
、
外
側
の
グ
ラ
ス
を
ぬ
る

ま
湯
に
ひ
た
し
ま
す
。
そ
の
状
態

で
数
分
間
放
置
し
て
お
く
と
、
温

度
差
の
せ
い
で
内
側
の
ダ
ラ
ス
は

縮
み
、
外
側
の
グ
ラ
ス
は
ふ
く
ら

ん
で
、
簡
単
に
は
ず
れ
ま
す
。

横
方
向
の
圧
力
に
弱
い
グ
ラ
ス

は
、
重
ね
る
と
割
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
日
頃
お
使
い
に
な
る
時
は
、

で
き
る
だ
け
重
ね
な
い
よ
う
注
意

し
た
い
で
す
ね
。

熱
く
な
る

コ
ン
セ
ン
ト
は
す
ぐ

修
理
し
ま
し
よ
う

生 活 の 簡 素 合 理 化

６月８日午前１０時から振興センター和室で、昭

和６３年度の社会教育運営審議委員会・中央公民館

運営審議委員会の合同会議が開催されました。

そのうちで特に左記の事項が集中審議されまし
た。

（１）病気見舞に対する返礼はハガキで済ませる。

②葬儀通夜の酒は、パック入りを渡す（通夜が
終ってから焼香参列者に持たせる習慣）こと

を止める。
多くの方々のご賛同をお願いします。

（佐井村教育委員会・中央公民館）

「 サ マ ー ジ ャ ン ボ 宝 く じ
」

別 称 ＝ 市町 村 振 興宝 く じが 発 売 され ま す

７月中旬から、サマージャンボ宝くじの予約申

込みが開始されます。

この宝くしの収益金は、災害対策と明るく住み

よい街づくり等に使われます。

申込方法など詳しいことは７月１５日（金）の新聞

Ｃ溷刊丿紙卜に脊裘水れ宦干。

満１歳になります

竹 内 康 文 ち４

（芳規・こずえ）

古 佐 井

－ －

Ｐ 錺 の 慾

６月１５日現在

○お誕生 おめ でとう

田中 翔（昌直） 矢 越

福田 裕子（ 功 ） 矢 越

新田 恵美（定敏） 磯 谷

片山 涼子（浩幸） 古佐井

○ご 結婚おめ でとう

若山 一二三 古佐井
（
永井 文子 函館市

原 治 市川市
（
田中 あや子 福 浦

田中 勝 福 浦
（
古川 二三代 東京都
伊勢田 啓之 東通村
（
山本 明美 大佐井

鈴木 浩市 小平市
（
福田 恵美子 磯 谷

○おくやみ申し 上げます

能登 直子（正樹） 古佐井

伊藤 時代（くに） 古佐井

坂井 キョ（義己） 古佐井

５月３０日現在人口（前月比）

男 １，９３２ （十１）

女 １，９６７ （十２）

計 ３，８９９ （十３）

世帯数 １，１２６ （十４）
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